
今月の表紙
第３１回 根室さんま祭り
　『さんま水揚げ日本一』根室市のさんま祭りが
開催され、全国各地から１１，０００人が来場しまし
た。５年ぶりに行われた「大漁さんまのつかみ取
り大会」は、あっという間に定員オーバーに。見事、
挑戦権を得た参加者たちは、両腕をまくって氷水
に入ったさんまをすくい上げ、苦戦しながらも楽し
んでいました。《９Ｐ掲載》

返還が　未来と繋ぐ　道となる
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子どもを虐待から守るために
 たたかれていい子どもなんて、いないんだよ。
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たたかれていい子
こ

どもなんて、いないんだよ。

　全
すべ

ての子
こ

どもには、健
すこ

やかに成
せいちょう

長・発
はったつ

達し、自
じりつ

立する権
けんり

利が保
ほしょう

障されています。

　　・たたかれたり、ひどいことを言
い

われない
　　・元

げ ん き

気に、健
けんこう

康に毎
まいにち

日を過
す

ごして成
せいちょう

長する
　　・保

ほ ご し ゃ

護者の人
ひと

から育
そだ

てられる、守
まも

ってもらえる
　　・自

じ ぶ ん

分の意
い け ん

見を言
い

う、話
はなし

を聞
き

いてもらえる
　これらは、世

せかい

界の国
くにぐに

々で約
やくそく

束されている「子
こ

どもの権
けんり

利」です。

　誰
だれ

からも、この権
けんり

利を奪
うば

われることがあってはいけません。

　１１月は、『オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン』実施月間です。

　地域の子どもは地域全体で育て、根室市の未来を次の世代に託しましょう。

子子
ここ

どもがどもが持持
もも

っているっている権権
け ん りけ ん り

利利

子
こ

どもを虐
ぎゃくたい

待から守
ま も

るために

たたかれる・けられる 閉
と

じ込
こ

められる長
ちょうじかん

時間の正
せ い ざ

座

無
む し

視される 存
そんざい

在を否
ひ て い

定されるきょうだいと比
くら

べて差
さ べ つ

別される

　これらは全
すべ

て『体
たいばつ

罰』といって、法
ほうりつ

律で禁
きんし

止されています。

　どんなに大
だい す

好きな相
あい て

手でも、こんなことをされたら痛
いた

くて、悲
かな

しく

て、つらいですよね。

　あなた自
じし ん

身やお友
ともだち

達が「体
たいばつ

罰を受
う

けているかも」と思
おも

ったら、信
しんらい

頼

できるおとなの人
ひと

に相
そうだん

談してみましょう。

　あなたの力
ちから

になりたいと思
おも

っている人
ひと

は、たくさんいるよ。

「しつけ」といって、こんなことをされていませんか？
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親による体罰の影響

子どもの子どもの
みなさんへみなさんへ
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　子どもを叩いた親からよく聞かれるのは、「自分も叩かれて育てら
れた」「叩くのがダメなら、しつけは誰がやってくれるの」という言葉。
　ひと昔前までは、スポーツなどの厳しい指導で体罰が当たり前の時
代がありました。
　今は、「しつけ」と称して叩いたり怒鳴ったりすることは、子ども
の成長の助けにならないばかりか、悪影響を及ぼしてしまう可能性が
あることが、科学的にも明らかになっています。

子どもの発達への影響子どもの発達への影響

子ども時代のつらい体験により傷つく脳

自分たちは「しつけ」として、そう育てられた

　脳画像の研究により、子ども時代につらい体験をした人は、脳に様々
な変化が生じていると報告されています。
　親は『愛のムチ』のつもりでも、子どもには目に見えない大きなダ
メージを与えているかもしれません。

親による体罰の影響

　子どものデータに基づく分析によると、親による体罰を受けた子ど
もは受けていない子どもと比べて、「望ましくない影響」が大きいと
いうことが報告されています。

親子関係親子関係
  の悪化  の悪化

精神的な問題精神的な問題
　  の発生　  の発生

反社会的な反社会的な
行動の増加行動の増加

攻撃性の増加攻撃性の増加

　おとなが子どもを叩いていると、子どもは叩くことで相手をコント
ロールできるということを学んでしまい、自分も叩くようになってし
まいます。

　叩かれて育った子どもが親になったとき、自分の子どもをまた叩い
て育ててしまうことが起きています。

　自分がもし叩いて育てていたら、将来、孫も叩かれてしまうかも・・・
悲しい連鎖は断ちましょう。

おとなのおとなの
みなさんへみなさんへ
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　しつけとは、子どもの人格や才能などを伸ばし、自立した
社会生活を送れるようにサポートしていくことです。

　体罰や暴言は、恐怖により子どもをコントロールしている
だけで、なぜ叱られたのか理解できていないこともあります。

　どうすればよいのかを言葉や見本を示すなど、子どもが理
解できる方法で伝えましょう。

　子どもに向き合うための、７つのポイントをご紹介します。

体罰などによらない子育てのために体罰などによらない子育てのために

体罰などによらない子育てのためのポイント

Point
１

子どもの気持ちや考えに
耳を傾けましょう

　相手に自分の気持ちや考えを受け止めても
らえたという体験によって、子どもは気持ち
が落ち着き、大切にされていると感じます。
　子どもに問いかけたり相談しながら、どう
したらよいかを一緒に考えましょう。

Point
２

「言うことを聞かない」
にもいろいろあります

　保護者の気を引きたい、子どもなり
に考えがある、言われていることを理
解できていない、体調が悪いなど様々
です。
　「イヤだ」というのは、子どもの気
持ちです。
　重要なことではない場合、今はそっ
としておくのもひとつの方法です。

Point
７

良いこと、できていることを
具体的に褒めましょう

　子どもの良い態度や行動を褒めること
は、子どもにとって嬉しいだけでなく、
自己肯定感を育むことにもなります。
　結果だけではなく、頑張りを認めるこ
とや、今できていることに注目して褒め
ることも大切です。

Point
６

肯定文でわかりやすく、
時には一緒に、お手本に

　子どもに伝えるときは、「ここでは
歩いてね」など、肯定文で何をすべ
きかを具体的に、穏やかに、近づいて、
落ち着いた声で伝えると、子どもに
伝わりやすくなります。
　「一緒におもちゃを片付けよう」と
共に行ったり、やり方を示したり教
えたりするのもいいでしょう。

Point
５

注意の方向を変えたり、子どもの
やる気に働きかけてみましょう

　子どもはすぐに気持ちを切り替えるのが難しいこ
とがあります。
　時間的に可能なら待つことも一案です。
　難しければ場面を切り替えるなど、注意の方向を
変えてみてもよいでしょう。
　子どもが好きなことや楽しく取り組めることなど、
子どものやる気が増す方法を意識してみましょう。

Point
３
子どもの成長・発達によっても
異なることがあります

　子どもの年齢や成長・発達の状況によって、
できることとできないことがあったり、おと
なに言われていることが理解できないことも
あります。
　子どもが困難を抱えているときは、それに
応じたケアを考え対応しましょう。

Point
４
子どもの状況に応じて、
身の回りの環境を整えてみましょう

　乳幼児の場合は、危ないものに
触れないようにするなど、叱らな
いでよい環境づくりを心がけま
しょう。
　子どもが困った行動をする場合、
子ども自身も困っていることがあ
ります。
　子どもが自分でできるような環
境づくりを工夫してみましょう。

　深呼吸する、ゆっくり５秒数える、風にあたっ
て気分転換するなど、少しでもストレスの解消
につながる自分なりの工夫を見つけましょう。

子育てが大変だと思ったら

「児童虐待かも！？」と思ったら

保護者の保護者の
みなさんへみなさんへ
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子育ての悩みを聞いてもらえる相手がいますか？
誰にも相談できず、困っていることはありませんか？
お父さん、お母さんも「つらい」「大変だ」と言っていいのです。
保護者だけで抱え込まずに、少しでも困ったことがあればご相談ください。

子どもを健やかに育むために子どもを健やかに育むために

子育てが大変だと思ったら

　子どもが言うことを聞いてくれなくて、イライラして、
つい叩いたり怒鳴ったりしたくなることがあります。

　最初は「愛のムチ」のつもりでも、いつのまにか「虐待」
へとエスカレートしてしまうことも。

　そんなときは、子どもがお腹の中にいた頃、誕生した瞬間、
安らかな寝顔・・・愛しくて大事だと思ったときのことを
思い出してみてください。

　「もしかして児童虐待かも・・・」と思っても、「勘違いかもしれない」
「通告したのが自分だと知られてしまったら・・・」などと考え、通告を迷っ
ていませんか？
　通告した方の秘密は守られますので、安心して市または児童相談所へ情報
提供をお願いします。
　子どもが危害を加えられていたり、危険を感じる場合は、すぐに警察へ
１１０番通報してください。

「児童虐待かも！？」と思ったら

子育てについての悩み・児童虐待についての問い合わせ先

根室市子育て世代包括支援センター
　　・市こども子育て課こども支援担当　　☎ ２３－６１１１番　内線２１８０
　　・市保健課こども保健担当　　　　　　☎ ２３－６１１１番　内線２１１８
　　・子育て相談所「ぶらんこ」　　　　　  ☎ ２４－３４８２番
　　・つどいの広場「クルクル」　　　　　  ☎ ２４－９６９６番

根室市子ども家庭総合支援拠点
　　・市こども子育て課こども支援担当　　☎ ２３－６１１１番　内線２１８０
　
釧路児童相談所　　　　　　　　　　　   ☎ ０１５４－９２－３７１７番

児童相談所全国共通ダイヤル　　　　  ☎ １８９番

保護者 ・保護者 ・
地域の方へ地域の方へ

「体罰によらない子育てのために」 （こども家庭庁）
（https://www.cfa.go.jp/policies/jidougyakutai/keihatsu-katsudou/、 参照 2023-10-11） を加工して作成
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競技を通じて友好深める
10/15　姉妹都市親善スポーツ交歓会

　昭和５４年から続く姉妹都市・富山県黒部市との親
善スポーツ交歓会が市内で行われ、バドミントンで交
流を深めました。同種目での開催は昭和５６年を皮切
りに今回で４度目。両市に４度全て参加している選手
もおり、互いに知った顔も多い中、和気あいあいとし
ながらも、競技中は真剣な様子で熱戦が展開されまし
た。夜に開かれた歓迎レセプションでは約１００人が
出席し、両市のさらなる友好を確認していました。

　「北方領土返還要求キャラバン隊」が東京都、愛知県、
滋賀県を巡り、北方領土問題の啓発と領土の早期返還を
訴えました。
　キャラバン隊は北方領土問題を全道全国の方に知って
もらおうと、昭和４２年１１月、初めて根室市が隊員
２０名８台の車両で発足し、啓発活動を展開。その後、
北海道や千島連盟に事業が引き継がれていました。
　ウクライナ侵攻以降、日ロ関係が極めて厳しい状況とな
る中、北方領土問題が置き去りにされ、関心が薄れてい
くことが懸念されているから、「今一度、原点に立ち返る」
との思いで、今回、市としては５４年ぶりにキャラバン隊
を結成し、首都圏などでの啓発活動を実施しました。
　１１日は東京都・新宿駅西口で街頭啓発と署名活動を
実施し、元島民や後継者らが、通行する方々に領土問題は国民一人ひとりの問題であることを訴えました。
　その後、東京都庁で中村倫治副知事らと面会し、石垣市長からは「厳しい時こそ外交交渉を後押しするためにも
返還への思いを一人でも多くの人に伝えることが重要だ。」と訴え、千島連盟根室支部の支部長で歯舞群島・勇留島
出身の角鹿泰司さんは返還要求運動の要であった元島民が高齢化していることに触れ、「都でも若い世代へ啓発し、
大都市から領土問題の情報を発信していただきたい。」と呼びかけました。
　一行は１２日に愛知県庁、滋賀県庁を表敬訪問し、引き続き返還要求運動への協力をお願いした後、滋賀県内で
啓発活動を実施。また、１３日には北方領土を探検し、択捉島に標柱を建てた江戸時代の探検家・近藤重蔵が眠る
滋賀県高島市にある墓を訪ね、敬意を込めて墓参しました。

５４年ぶり　北方領土キャラバン隊が啓発
10/10-13　北方領土返還要求キャラバン隊

根室の貴重な自然を将来へ
10/22　植樹育樹活動～みどりの森づくり大作戦～

　１０月第３土曜日の「北海道育樹の日」にあわせ、植
樹育樹活動が行われました。食品メーカー「明治」との
環境保全に関する協定事業の一環として行われ、全国
から社員ボランティア１３人が参加。同社から市へ寄付
された環境保全区内で、総勢６０人がカラマツ５００本
を一つひとつ丁寧に植えました。併せて昨年までに植え
た苗木周辺の草刈りを行い、活動を通じて参加者たちは
森林の恵みに感謝する心を育んでいました。
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「日本一のさんま」に１１，０００人が舌鼓
10/8　第 31 回根室さんま祭り

　『さんま水揚げ日本一』根室市のさんま祭りが開催
され、全国各地から１１，０００人が来場しました。
　今年の「第３１回根室さんま祭り」は４年ぶりに二
日間での開催を目指し、準備を進めてきましたが、初
日の７日は荒天により残念ながら開催中止に。翌日８
日は好天に恵まれ、青空の下「待ってました」と言わ
んばかりに、さんまを求め早朝から列を作る方がいる
など、多くの方で賑わいました。
　８日の午前８時３０分、田家実行委員が開会を宣言。
トレーと箸を２００円で購入すれば『さんま食べ放題』
で大人気の「炭火焼きさんま岸壁炉端コーナー」や秋
刀魚おむすび、刀汁、さんま節ラーメンなどの販売コー
ナーには早速、長蛇の列ができ、旬の味覚を堪能して
いました。
　ステージコーナーでは、今年４年ぶりに開催された金
刀比羅神社例大祭の先太鼓や手古舞、ダンスや郷土芸能・
ねむろ太鼓保存会が披露され、祭りの盛り上がりを演出。
スペシャルゲストにはＴｉｋＴｏｋで話題の若手演歌
歌手　滝さゆりさん と最近、テレビ番組「千鳥の鬼レ
ンチャン」で話題の演歌歌手　徳永ゆうきさん が出演
し、熱のこもった楽曲を歌い上げ、会場を沸かせました。

防火の心を育てる
10/12 防火農園収穫祭

　「防火の芽を植えましょう　防火の花を咲かせましょ
う　防火の心を育てましょう」をスローガンに睦の園
幼稚園幼年消防クラブが消防本部内の「防火農園」に
種植えした、じゃがいもの収穫祭を行いました。災害
時には非常食として役立つ農作物の種植えから収穫ま
でを体験することで、「生きる力」と災害対応力を養う
防火教育の一環として実施。大きく育ったじゃがいも
を、子どもたちは楽しそうに収穫していました。

広報ねむろで

● 団体名　　● タイトル　　

● 活動内容・紹介文（最大１４４文字）

● 活動日　　● 活動時間　　● 活動場所　　　

● 対象　　　● 会費

● 連絡先（氏名・電話番号・メールアドレスなど）

※スペースの範囲内であれば、写真・イラスト・
　QR コードなども掲載可能です。

「市民活動の仲間」を募集しませんか

  ～　掲 載 内 容 　～

または

QRコードから➡

※詳細については、市ホームページをご覧ください。

広報ねむろ  市民活動のひろば

　サークル、少年団、ボランティア団体などの会員減少
にお悩みの皆さん。広報ねむろで、新しい仲間を募集し
ませんか。主に根室市内居住者で構成され、市内で活動
する団体が対象です。（掲載無料。ただし、営利目的で
の利用はできません。）
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「
第
48
回
二
科
会
写
真
部
北
海

道
支
部
写
真
移
動
展
」
を
開

催
し
ま
す

　
二
科
会
会
員
、
会
友
、
支
部
員
の

作
品
と
、支
部
公
募
展
の
入
賞
、推
薦
、

入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
根
室
市

か
ら
は
、
兼
則
喜
幸
氏
・
石
橋
一
彰

氏
の
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日　
12
月
１
日
㈮
~
６
日
㈬
９
時
~

17
時

場　

総
合
文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
・
コ
リ
ド
ー
ル

料　
無
料

問　
市
総
合
文
化
会
館
事
業
担
当

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

　
北
海
道
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
釧

路
事
業
所
に
よ
る
移
動
献
血
車
「
ひ

ま
わ
り
号
」
が
各
会
場
を
巡
回
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
献
血

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
・
場　
11
月
15
日
㈬
14
時
30
分
~

17
時
00
分
・
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
ク
／
11

月
16
日
㈭
９
時
~
11
時
・
北
海
道
根

室
保
健
所
、
12
時
30
分
~
16
時
30
分

イ
オ
ン
根
室
店
／
11
月
17
日
㈮
９
時

~
15
時
30
分
マ
ル
シ
ェ
・
デ
・
キ
ッ

チ
ン
（
11
時
~
12
時
30
分
は
休
み
）

問　
市
保
健
課
健
康
推
進
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
４
０

姉
妹
都
市
黒
部
市
文
化
作
品

交
流
展
を
開
催
し
ま
す

　
根
室
市
と
姉
妹
都
市
・
富
山
県
黒

部
市
と
の
間
で
、
文
化
作
品
を
相
互

に
展
示
し
、
相
互
理
解
と
友
好
親
善

を
図
る
交
流
展
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
22
日
㈬
~
26
日
㈰
９
時
~

17
時

場　
総
合
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

展
示
作
品　
水
墨
画
・
絵
画
・
書
・

写
真
・
陶
芸

料　
無
料

問　
市
総
合
文
化
会
館
事
業
担
当

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

自
然
工
作
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
森
の
恵
み
を
使
っ
て
ナ
チ
ュ
ラ
ル

な
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
つ
く

る
自
然
工
作
教
室
「
木
の
実
で
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う
！
」
を

開
催
し
ま
す
。
マ
ツ
の
枝
で
ツ
リ
ー

を
形
作
り
、
松
ぼ
っ
く
り
や
ク
ル
ミ

の
殻
、
リ
ボ
ン
な
ど
で
自
由
に
飾
り

付
け
を
し
よ
う
！
木
の
実
や
森
の
生

き
も
の
の
お
話
も
し
ま
す
。

日　
12
月
３
日
㈰
①
10
時
~
11
時
30

分
②
14
時
~
15
時
30
分

場　
春
国
岱
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

対　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定　
各
回
５
組
（
定
員
締
切
）

申
込
締
切　
12
月
１
日
㈮

服
装
・
持
ち
物　
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
、
軍
手
、
筆
記
用
具
、
作
品
持
ち

帰
り
用
の
袋
（
マ
チ
の
あ
る
紙
袋
や

ビ
ニ
ー
ル
袋
）

料　

１
０
０
円
（
保
険
料
と
し
て
）

ほ
か
、
工
作
キ
ッ
ト
１
つ
に
つ
き
５

０
０
円

申
・
問　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
５
）
３
０
４
７
番

E
ー
m
a
i
l　
ｎ
ｅ
ｍ
ｕ
︳
ｎ
ｃ

＠
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ
.ｏ
ｒ
.ｊ
ｐ

「
根
室
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」

再
販
売
の
お
知
ら
せ

　
根
室
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

販
売
は
、
10
月
20
日
㈮
で
当
初
の
販

売
を
終
了
し
ま
し
た
が
、
残
数
が
生

じ
た
た
め
、
応
募
・
抽
選
方
式
に
よ

る
再
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

対　
根
室
市
に
お
住
ま
い
の
方

申
込
方
法　
申
込
専
用
は
が
き
に
よ

り
応
募

申
込
専
用
は
が
き
配
布
場
所　
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
、
歯
舞
支
所
、
落
石

会
館
、
花
咲
港
会
館
、
厚
床
会
館
、

歯
舞
会
館
、
根
室
商
工
会
議
所
事
務

所
、
市
内
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を

除
く
）、
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
市
内
ス
ー
パ
ー
各
店

応
募
期
限　
11
月
16
日
㈭

※
当
日
消
印
有
効

抽
選
日　
11
月
24
日
㈮

※
抽
選
結
果
に
つ
い
て
は
、
11
月
28

日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。

問　
根
室
商
工
会
議
所
「
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
販
売
事
務
局
」

☎
（
２
４
）
２
０
６
２
番

就
学
援
助
・
新
入
学
学
用
品

費
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す

　
根
室
市
で
は
、
経
済
的
に
就
学
が

困
難
な
家
庭
に
対
し
、
学
用
品
費
な

ど
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
小
学
校
等
入
学
予
定

の
お
子
さ
ま
を
対
象
に
、
12
月
か
ら

就
学
援
助
の
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

　
新
入
学
学
用
品
費
（
ラ
ン
ド
セ
ル

や
制
服
な
ど
入
学
に
必
要
な
学
用
品

を
購
入
す
る
費
用
）
に
つ
い
て
は
、

入
学
前
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
小
学
校
等
入
学
予
定
者
】

受
付
開
始
日　
12
月
１
日
㈮

※
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け
る
に

は
、
家
庭
の
収
入
要
件
な
ど
の
審
査

が
あ
り
ま
す
。

【
中
学
校
等
入
学
予
定
者
】

　
す
で
に
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、手
続
き
は
不
要
で
、

２
月
に
支
給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
手
続
き
や
認
定
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
市
教
委
教
育
総
務
課
学
校

教
育
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
４
１
６
・
２
４
２
０

ポイント付与… ねむろポイントカード行政 pt 対象事業　 ねむろわんぱくチャレンジ対象事業

市フェイスブックでは、
情報を随時更新して
います！
https://www.facebook.com/
nemurocity/

インフォメーション

119119番番のの日日
緊急の場合はあわててしまいがちですが、緊急時こそ

落ち着いてしっかりと場所や内容を通報してください！

通報の際は自分の身の安全を確保しましょう！通報の際は自分の身の安全を確保しましょう！

問合先　市消防本部　℡（２４）３１６４番

は
119
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歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金
を

助
成
し
ま
す

　　
12
月
１
日
㈮
か
ら
始
ま
る
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
に
寄
せ
ら
れ
る
募
金

を
活
用
し
、
根
室
市
に
在
住
し
、
生

活
に
困
窮
す
る
低
所
得
世
帯
（
生
活

保
護
世
帯
を
除
く
）
に
対
し
て
、
義

援
金
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
書
に
世
帯
全
員
の

収
入
が
確
認
で
き
る
も
の
を
添
え

て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
書
設
置
場
所　
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
市
社
会
福
祉
課
社
会
援
護
担

当
（
窓
口
20
番
）

申
請
期
間　
11
月
１
日
㈬
~
22
日
㈬

問　
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
２
４
）
０
３
８
１
番

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意

く
だ
さ
い

　
例
年
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
報
告
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
拡
大
さ
せ

な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

①
死
ん
で
い
た
り
、
衰
弱
し
て
い
る

野
生
動
物
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
素

手
で
触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
野
生
動
物
や
そ
の
排
泄
物
に
触
れ

た
後
は
、
手
洗
い
と
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

③
水
辺
等
に
立
ち
寄
っ
て
、
野
鳥
の

フ
ン
を
踏
ん
だ
場
合
は
、
念
の
た
め

に
靴
底
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
野
鳥
が

死
ん
で
い
た
場
合
は
、
市
農
林
課
ま

た
は
根
室
振
興
局
環
境
生
活
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
市
農
林
課
林
務
・
自
然
保
護
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
６
４
・
２
２
６
７

根
室
こ
ど
も
大
学 
陶
芸
講
座

「
ろ
く
ろ
で
Ｍ
ｙ
カ
ッ
プ
」
を

開
催
し
ま
す

　
成
人
学
校
「
陶
芸
講
座
」
受
講
生

が
講
座
で
学
ん
だ
技
法
を
生
か
し
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
カ
ッ
プ
を
制

作
、
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　

①
12
月
２
日
㈯
10
時
~
正
午

「
成
形
」
②
12
月
16
日
㈯
10
時
~
正

午
「
色
付
け
」

場　
総
合
文
化
会
館
工
芸
室

料　
５
０
０
円
（
教
材
費
と
し
て
）

対　
15
歳
以
下（
原
則 

小・中
学
生
）

定　
15
名　

申
込
期
間　
11
月
13
日
㈪
~
30
日
㈭

※
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
公
民
館
事
業
担
当

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

【
作
品
展
示
】

日　
12
月
22
日
㈮
~
27
日
㈬
９
時
~

17
時

場　
総
合
文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

図
書
館
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す

　
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
な
ど
を
無
料
で

提
供
す
る
「
図
書
館
カ
フ
ェ
」
を
開

催
し
ま
す
。
読
書
や
雑
談
な
ど
自
由

に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
場
内
で
遊
べ
る
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。
ご
家
族
・

ご
友
人
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

日　
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
10
時
~

15
時
30
分

場　
図
書
館
集
会
室

問　
市
図
書
館

☎
（
２
３
）
５
９
７
４
番

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

書
類
提
出
期
限
の
お
知
ら
せ

　
給
付
金
の
書
類
提
出
期
限
は
11
月

30
日
㈭
で
す
。
確
認
書
未
提
出
の
世

帯
、
家
計
急
変
に
よ
り
令
和
5
年
以

降
の
収
入
が
非
課
税
相
当
と
な
っ
た

世
帯
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
確
認
書
を
紛
失
し
た
場
合
や
記
入

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
市
社
会
福
祉
課
社
会
援
護
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
６
６
・
２
１
７
８

「
自
衛
官
候
補
生
」
を
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

種
目
、
資
格
等

●
自
衛
官
候
補
生（
陸
海
空
自
衛
隊
）

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
性
・
女
性

／
試
験
日
お
よ
び
会
場
に
つ
い
て
は

別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員

※
受
付
期
間
お
よ
び
年
齢
計
算
期
日

は
種
目
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
根
室
地
域
事
務
所

☎
（
２
４
）
３
６
５
１
番

日…日時　場…場所　対…対象　料…料金　定…定員　申…申込先　問…問い合わせ先　☎…電話番号　内…内線記号の説明

根室市情報公開・
個人情報保護制度
　市は公文書の公開を定めた情報公開条例と、個人情報の適正な取
り扱いや自己情報の開示等を定めた個人情報保護条例により、一層
公正で開かれた市政の推進と、適正な市政の運営に努めています。

※令和５年４月１日からは、地方公共団体にも個人情報保護法が適用されています。

日　　時：11月 1 日㈬～ 11 月30 日㈭　8時 50分 ～17 時 20分
場　　所：市役所３階情報管理課
告示月日：11月 1 日㈬

令和４年度

２３件外部提供（個人情報保護制度）

問合先　市情報管理課情報管理担当 ☎（2 3）6 1 1 1 番　内線 2 3 4 0

運用状況の閲覧

公開または開示請求

運用状況の公表

区　分
請求

件数

公開または開示請求に対する内容
不服審査

請求件数全部公開
全部開示

一部公開
一部開示

非公開
非開示

文　書
不存在

情報公開制度 22 8 9 0 5 0

個人情報保護制度 0 0 0 0 0 0
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根
室
市
職
員
採
用
試
験
（
第

Ⅲ
期
）
を
行
い
ま
す

募
集
職
種　
一
般
事
務
職
、
一
般
事

務
職
（
障
が
い
者
）、
一
般
事
務
職

（
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）、
一
般

事
務
職
（
社
会
福
祉
士
）、
保
健
師
、

心
理
士
、
介
護
認
定
調
査
員
、
介
護

支
援
専
門
員
、保
育
士
、土
木
技
師
、

建
築
技
師

第
一
次
試
験
日　
︽
根
室
会
場
︾
11

月
18
日
㈯
︽
地
方
会
場
︾
11
月
17
日

㈮
~
26
日
㈰
（
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方

式
）

募
集
締
切　
11
月
16
日
㈭

※
募
集
要
件
な
ど
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
市
総
務
課
職
員
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
２
５
・
２
２
２
６

道
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

世
帯
向
け
一
般
住
宅　
花
咲
団
地
２

号
棟
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸
、
パ
ー
ク
タ
ウ

ン
明
治
Ａ
棟
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
・
Ｂ
棟

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
、
で
あ
え
~
る
明
治

団
地
１
号
棟
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
・
２
号

棟
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸

子
育
て
支
援
住
宅　
で
あ
え
~
る
明

治
団
地
１
号
棟
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
３
戸
（
小

学
校
就
学
前
の
子
が
い
る
こ
と
・
入

居
期
限
付
き
）

世
帯
向
け
一
般
お
よ
び
１
人
世
帯
住

宅　
で
あ
え
~
る
明
治
団
地
１
号
棟

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
（
年
齢
制
限
な
し
）

家
賃　

１
９
︐
１
０
０
円
~
８
４
︐

６
０
０
円
（
入
居
者
の
収
入
に
よ
っ

て
変
動
し
ま
す
。）

募
集
案
内
配
布　
11
月
６
日
㈪
~
17

日
㈮
（
土
・
日
除
く
）

入
居
申
込
受
付　
11
月
13
日
㈪
~
17

日
㈮
（
土
・
日
除
く
）

抽
選
日　
11
月
29
日
㈬
（
予
定
）

入
居
可
能
日　
12
月
下
旬
（
予
定
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

は
、
11
月
13
日
㈪
９
時
か
ら
17
日
㈮

17
時
ま
で
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
年
度
内
の
入
居
補
欠
者
の
決
定
は

行
い
ま
せ
ん
。
空
き
家
が
発
生
し
た

場
合
は
、
改
め
て
募
集
し
ま
す
。

※
入
居
予
定
者
の
い
ず
れ
か
が
、
道

営
住
宅
に
関
わ
る
未
納
の
家
賃
、
駐

車
場
使
用
料
お
よ
び
損
害
賠
償
金
な

ど
が
あ
る
場
合
や
、
入
居
予
定
者
の

い
ず
れ
か
が
、
暴
力
団
員
で
あ
る
場

合
は
入
居
を
認
め
ま
せ
ん
。

申
・
問　
道
営
住
宅
（
根
室
市
）
指

定
管
理
者　
渡
辺
建
設
工
業
㈱
惣
万

☎
（
２
３
）
５
２
９
１
番

調
停
手
続
相
談
を
お
受
け
し

ま
す

　
根
室
調
停
協
会
で
は
、
サ
ラ
金
、
交

通
事
故
、
土
地
建
物
、
遺
産
相
続
、
離

婚
、
家
庭
内
の
問
題
な
ど
を
解
決
す
る

代
表
的
な
方
法
で
あ
る
「
調
停
」
の
利

用
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日　
11
月
25
日
㈯
13
時
~
16
時

場　
総
合
文
化
会
館
第
２
講
座
室

相
談
員　
民
事
・
家
事
調
停
委
員

料　
無
料

問　
根
室
調
停
協
会
事
務
局
（
根
室

簡
易
裁
判
所
内
）

☎
（
２
４
）
１
６
１
７
番

バ
ス
運
転
体
験
合
同
就
職
相

談
会
を
開
催
し
ま
す

　
く
し
ろ
バ
ス
㈱
、
阿
寒
バ
ス
㈱
、

根
室
交
通
㈱
に
よ
る
合
同
企
画
「
バ

ス
運
転
体
験
・
合
同
就
職
相
談
会
in

く
し
ろ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加

費
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
11
日
㈯
10
時
~
14
時

場　
釧
路
運
転
免
許
試
験
場
（
釧
路

市
大
楽
毛
１
丁
目
15
ー
８
）

プ
ロ
グ
ラ
ム　
バ
ス
会
社
の
個
別
相

談
会
、
大
型
２
種
免
許
取
得
制
度
の

説
明
、
釧
路
運
転
免
許
試
験
場
コ
ー

ス
で
バ
ス
を
運
転
体
験
（
要
普
通
自

動
車
免
許
）　
ほ
か

料　
無
料

問　
根
室
交
通
株
式
会
社

☎
（
２
４
）
２
２
０
２
番

「
相
談
登
記
・
遺
言
書
保
管
相

談
会
」「
相
続
・
遺
言
書
特
設

展
」
を
開
催
し
ま
す

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登

記
の
申
請
義
務
化
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
自
筆
証
書
遺
言
が
あ
れ
ば
相

続
人
の
手
続
き
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局
で

は
、
次
の
と
お
り
「
相
談
登
記
・
遺

言
書
保
管
相
談
会
」「
相
続
・
遺
言

書
特
設
展
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
相
談
会
】

日　
①
11
月
14
日
㈫
・
②
12
月
７
日

㈭
い
ず
れ
も
13
時
30
分
か
ら
16
時
30

分
ま
で

※
事
前
予
約
制

場　
釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局

対　
相
続
登
記
ま
た
は
自
筆
で
の
遺

言
を
検
討
中
の
方

【
相
続
・
遺
言
書
特
設
展
】

　
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
図
書
の

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

日　
11
月
14
日
㈫
~
28
日
㈫

場　
図
書
館

問　
釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局

☎
（
２
３
）
４
８
７
４
番

市ホームページ 市フェイスブック ねむろメール登録

令和６年根室市

人生に一度きりの節目を

級友たちと一緒にお祝いしませんか？

２０歳のつどい

総合文化会館大ホール

本年度は新しい企画をご用意しています。詳しくは市HPまで。

※受付：12時30分～

問合先　市教委社会教育課　 Tel. (24) 3180 番

12月1日時点で市内に住民登録がある対象者へは
市 教 委 から 12 月中 旬 に案 内 ハ ガキを 送 付し、
式典当日配布の「しおり」に名前を掲載します。

 1/7  日  13:30

▲市 HPリンク

市内に住民登録がある方で「しおり」に名前の
掲載を希望しない方、または、市外に住民票を
移している方で、 名前の 掲載を希望する方は、
令和５年11月20日㈪までに市教 委 社 会 教育 課
へご連絡ください。



13　　広報ねむろ 11 月号

根
室
市
史
編
さ
ん
員    

小こ
さ
か
い

坂
井 

歓か
ん
こ
う厚

問
市
図
書
館     （
二
三
）五
九
七
四 

番

　

明
治
公
園
は
、お
花
見
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
を
行
う
根
室
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

る
が
、こ
の
辺
り
は
明
治
８
年
に
「
開
拓
使
直
轄
牧
畜

場
」と
し
て
開
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
開
拓
使
事
業
報
告
」に
よ
る
と
、当
時
こ
の
牧
畜
場

は
一
辺
が
約
6.
5
k
m
も
あ
り
、現
在
の
地
名
で
い
う

と
北
は
コ
タ
ン
ケ
シ
川
（
通
称
三
番
川
）河
口
辺
り
、南

は
南
部
沼
の
北
岸
辺
り
ま
で
と
い
う
広
大
な
面
積
を
占

め
て
い
た
。

　

こ
の
牧
場
は
持
ち
主
が
目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ
っ

て
き
た
。明
治
20
年
に
民
間
人
の
鹿か

し
ま島

万ま
ん
ぺ
え

兵
衛
に
払
い

下
げ
ら
れ
て
「
鹿
島
牧
場
」と
な
り
、そ
の
３
年
後
に
は

和
田
屯
田
兵
村
の
「
共
同
牧
場
」と
な
っ
た
。

　

27
年
に
山や

ま
が
た縣
勇ゆ

う
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
に
払
い
下
げ
ら
れ
、「
山
縣
牧

場
」と
な
る
。山
縣
は
札
幌
農
学
校
か
ら
照て

る
い井

徳と
く
じ治

助
教

授
を
招
へ
い
し
、煉
乳
製
造
の
研
究
な
ど
に
力
を
注
い

だ
が
、あ
る
時
期
か
ら
海
外
雄
飛
を
志
し
、39
年
に
牧
場

長
の
植う

え
く
さ草
鼎て

い
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
に
牧
場
を
託
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
飛
び

立
っ
た
。

　

明
治
44
年
、牧
場
の
経
営
権
が
「
二
十
銀
行
」に
移
り
、

さ
ら
に
大
正
６
年
に
は
「
有
終
会
」に
経
営
権
が
移
る
。

「
有
終
会
」は
「
第
一
銀
行
」の
福
利
厚
生
施
策
を
担
う

組
織
と
し
て
創
設
さ
れ
、当
時
の
実
業
界
に
新
鮮
な
風

を
送
り
続
け
た
渋し

ぶ
さ
わ沢
栄え

い
い
ち一
が
会
長
を
務
め
た
。

　

そ
し
て
、昭
和
14
年
に
「
明
治
製
糖
」が
買
収
し
、昭
和

26
年
に
、そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
「
明
治
乳
業
（
現
在
は

明
治
）」に
所
有
権
が
移
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

根
室
明
治
牧
場
の
変
遷

学芸員
外山　雅大

貝
殻
を
か
み
砕
く
ラ
ッ
コ
は
虫
歯
に
な
り
や
す
い
？

動
物
た
ち
の
虫
歯
事
情

　

出
前
授
業
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に

動
物
の
食
べ
物
の
話
を
し
て
い
る

と
、「
動
物
た
ち
の
歯
は
生
え
変
わ

る
の
？
」、「
動
物
た
ち
は
虫
歯
に
な

ら
な
い
の
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

動
物
た
ち
の
歯
は
食
べ
る
も
の
に

合
っ
た
形
を
し
て
い
ま
す
。
キ
ツ
ネ

な
ど
の
肉
食
動
物
は
獲
物
を
し
と
め

る
、
鋭
い
犬
歯
と
肉
を
切
り
裂
く
三

角
形
の
奥
歯
、
草
食
の
エ
ゾ
シ
カ
は

す
り
鉢
の
よ
う
な
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
奥

歯
を
し
て
い
ま
す
。
生
え
変
わ
り
に

つ
い
て
は
人
間
と
同
じ
く
一
生
に
一

度
だ
け
、
乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え

変
わ
り
ま
す
。
生
え
変
わ
り
で
は
な

い
の
で
す
が
、
固
い
も
の
を
前
歯
で

か
じ
る
、
前
歯
が
摩
耗
で
減
り
や
す

い
ウ
サ
ギ
や
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
は
前
歯

が
一
生
伸
び
続
け
ま
す
。
虫
歯
に
つ

い
て
は
砂
糖
を
食
べ
る
こ
と
で
歯
の

エ
ナ
メ
ル
が
溶
け
て
か
か
る
病
気
な

の
で
、
砂
糖
を
食
べ
な
い
野
生
動
物

は
通
常
、
虫
歯
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
歯
が
折
れ
た
り
、
年
を
取
っ

て
す
り
減
っ
た
り
す
る
と
虫
歯
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
根
室
の
海
岸
に
漂
着
し
た

ラ
ッ
コ
の
死
体
を
解
剖
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
ラ
ッ
コ
の
歯
は
餌
で

あ
る
貝
や
ウ
ニ
、
カ
ニ
な
ど
の
殻
を

か
み
砕
き
や
す
い
よ
う
、
広
く
平
ら

な
臼
歯
を
も
っ
て
い
ま
す
。
解
剖
し

た
ラ
ッ
コ
の
歯
を
よ
く
見
る
と
、
臼

歯
に
穴
が
開
い
て
い
て
、
虫
歯
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
２
）

お
そ
ら
く
、
固
い
食
べ
物
を
食
べ
続

け
る
う
ち
に
歯
が
摩
耗
し
エ
ナ
メ
ル

質
部
分
が
な
く
な
り
、
虫
歯
に
な
り

穴
が
あ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
固
い
貝
殻
を

か
み
砕
き
、
歯
が
す
り
減
り
や
す
い

ラ
ッ
コ
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
他
の
動

物
よ
り
も
虫
歯
に
な
り
や
す
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

問 市歴史と自然の資料館　☎（25）3661 番

（写真１）貝を食べるラッコ

（写真２）ラッコの上あごに並ぶ歯の様子 
臼歯に穴があいている
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子育て支援

●市民相談
会・問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
●消費生活相談　
会・問　市消費生活センター
☎（24）9065番
●法律相談【要予約】
無料法律相談
11月24日㈮10時～16時
会　市役所地下和室
問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
釧路弁護士会法律相談
11月9日㈭
14時～17時
会　総合文化会館第一講座室
問　釧路弁護士会
☎　0154（41）3444番
※有料（一人30分以内・5,000円）
※要件によっては無料相談可

●行政相談
11月1日㈬・15日㈬
13時30分～15時30分
会　市役所地下和室（担当：総務省 
　　行政相談委員　伊藤・奥田）
問　釧路行政監視行政相談センター
☎ 0154（23）1100番
●釧路年金事務所相談【要予約】
11月28日㈬13時～17時
11月29日㈭９時～14時
会　総合文化会館第二講座室
問　釧路年金事務所
☎0154（25）1521番
●お酒でお悩みの方相談
11月17日㈮13時30分～15時30分
会　市役所地下和室
問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）
●健康・栄養・禁煙相談  
●不妊・不育・妊娠・出産相談　
会・問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）

●教育相談
子ども教育相談 9時～17時
問　市教委青少年相談室
☎（23）2859番
育ちと学びの相談「りんくす」
問　市教委育ちと学びの相談室
☎（23）6111番（内線2416）
●障がい者就業相談【要予約】
11月9日㈭・30日㈭
11時～14時30分
会　総合文化会館特別会議室
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165・2172）
●女性の健康相談
11月1日㈬10時～16時
問　根室保健所　☎（23）5161番
●こころの健康相談
●肝炎ウイルス検査・ＨＩＶ抗体
　検査・ＨＴＬＶ－１抗体検査
問　根室保健所　☎（23）5161番
●ことばの相談【要予約】
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165）

各種相談窓口

健診・健康相談・離乳食教室はねむろポイントカード行政 pt 対象事業です。
市役所の健診・健康相談　問 市保健課健康推進担当　℡（23）6111 番（内線2118・2131）　
４カ月児健診 11月1日㈬ 11時55分～12時25分 会場：児童デイサービスセンター

７カ月児健康相談 11月10日㈮ 13時00分～13時20分 会場：図書館

１歳６カ月児健診 11月9日㈭ 12時00分～12時45分 会場：児童デイサービスセンター

３歳児健診 11月2日㈭ 12時00分～12時45分 会場：児童デイサービスセンター

離乳食教室 11月7日㈫ 13時00分～14時00分 会場：総合文化会館実習室

幼児食教室 11月13日㈪ 13時00分～14時00分 会場：総合文化会館実習室

ファーストバースデイ すくすく健康相談・５歳児相談 は個別相談とします
根室市子育て世代包括支援センター
　■子育て相談所「ぶらんこ」　問 まつもと保育所２階　℡（24）3482 番
　■つどいの広場「クルクル」　問 明治交番横道営住宅１階　℡（24）9696 番
　■こども子育て課・保健課　　問 根室市役所　℡（23）6111 番

育児相談 月曜日～金曜日
（祝日を除く） 9時00分～17時00分 電話または直接、子育ての不安や悩

みなどの相談を受け付けています。

一時保育
対象年齢：令和5年４月１日まで
に満１歳になられているお子さん

月曜日～金曜日 8時30分～17時00分 まつもと保育所 /こまば保育所にて実施

一時的に保育が困難となるお子様を
お預かりします。【要予約】

ピヨピヨ
５カ月～１歳５カ月までの親子 毎週水曜日 9時15分～11時30分

会場：つどいの広場クルクル

「ピヨピヨ・ふれあい」は遊びを通して
交流を深め、子育てについて学びあえ
る場です。【要予約】
随時参加者を募集しています。

「ピース」は親子が自由に遊び、交流を
深める場です。子育ての不安や悩みな
どの相談も受け付けています。（初回登
録制）

【予約不要（講座は要予約）】
■ 11月21日㈫ 10時～

「保健師ミニ講座《感染予防について》」

ふれあい
１歳６カ月～就学前の親子 毎週木曜日 9時15分～11時30分

つどいの広場クルクル
「ピース」
０～３歳までの親子

月曜日～金曜日
（水・木は午後のみ）
※16日㈭は午前もあります。

午前：9時15分～11時30分
午後：14時15分～16時30分
 ※12時～13時は閉館します。

いこ～よ（旧移動ふれあい）
１歳６カ月～就学前の親子 11月16日㈭ 10時00分～11時30分

会場：青少年センター【要予約】

親子とも上靴を持参してください。
※問合先：子育て相談所

保育所開放 　問 まつもと保育所 ℡（23）5821 番、こまば保育所 ℡（24）3693 番、落石保育所 ℡（27）2518 番

保育所開放
対象年齢：６カ月～６歳
※落石保育所は３歳～６歳

11月8日㈬

12月13日㈬（予定）
10時～11時

会場：まつもと保育所・こまば保育所・
落石保育所

保育所を開放し、親子で遊べる場を提
供します。希望する保育所にお問い合
わせください。

※申込受付は市子育て世代包括支援センターです。
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市立根室病院  ☎（24）3201 番

病院ガイド
受付時間 月 火 水 木 金

内科（予約のない方）

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

小児科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

外科　

8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

 13:30 ～15:00 ○

乳腺外来（乳がん検診）11月 17 日・28 日 ※要予約
心臓血管外来　11月 9 日 ※要予約
整形外科 ★リハビリは8時30分～15時までの受付です。
 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 予約
11月13日

予約
11月15日

膝・リウマチ外来　11月2日・16 日
産婦人科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

眼科　★原則、予約診療となります。

 8:30 ～11:00 予約
10：30まで

予約 予約
10：30まで

予約 予約

泌尿器科　★金曜日は第1・3・5週のみ診療しています。

 8:30 ～11:00 ○ 予約 ○ ○
第1・3・5週

13:30 ～15:00 予約

皮膚科　★木曜日は10時30分までの受付です。
　　　　 ★11月2日は休診となります。

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ 予約
10:30まで

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

※初診の方は現在使用中の内服薬・軟膏（市販薬含む）を
必ずご持参ください。

耳鼻咽喉科　

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○
11月9日

○
11月10日

13:30 ～15:00 ○ ○ ○
11月9日

脳神経外科 ★入院治療は取り扱っていません。
 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

月 火 水 木 金

内
科
専
門
外
来
（
予
約
の
方
）

★午前は 8:30～11:00、午後は13:30～15:00 に受け付けています。

消化器内科 ○ 〇 ○ ○
（午前のみ）

循環器内科 ○ ○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

呼吸器内科 ○

血液外来 ○
（午前のみ）

○
（午後のみ）

○
（午後のみ）

不整脈外来 ○
11月10日

小
児
科
予
防
接
種
等

未就学児 ○
13:30~15:00

○
13:30~15:00

小学生以上 ○
15:00~16:00

○
15:00~16:00

乳児検診 ○
15:00~16:00

慢性疾患

【予約が必要な予防接種】
　乳児：BCG　　その他：二種混合ワクチン
　※上記以外の予防接種については予約不要です。

※病院受診の際は、必ず「お薬手帳」をお持ちください。
※予防接種のご予約・お問い合わせは、13:30 からとなります。
※夜間救急外来は休診中のため、平日の時間内受診にご協力ください。
※感染症対策の一環として、外来制限等を行う場合がございます。
※院内では、これまで通りマスクの着用をお願いします。

日曜当番
　やむを得ない事情により対応できないこともありますので、事前に医療機
関へ症状などを連絡の上、受診してください。なお、当日急に診療できない
場合はほかの医療機関を紹介します。

11月12日 トキワ医院
☎（24）3221番 11月26日 岡田医院

☎（24）2651番

12月3日 根室共立病院
☎（24）4736番

※11月5日、19日の日曜当番はお
休みです。

※二次救急指定医療機関として、市立根室病院が救急診療を行っています。
　（上記以外の土日、祝日、夜間の診療については、かかりつけ病院（医院）

へお問い合わせください。）

（予約制）

※受診についてのご相談は小児科外来へお問い合わせください。

令和５年１２月２８日まで中止

本校のホームページも随時更新しています。

　３年次生の普通科の選択科目「子
どもの発達と保育」において、１１
名の生徒が「睦の園幼稚園」で実習
体験をさせていただきました。
　これまでの学習を踏まえ、保育の
現場において幼児との関わりを学
び、行動を観察し、幼児の遊びに対
する奥深さや遊びを支える保育者の
役割について体験しました。
　はじめに行った絵本の読み聞かせ

では、園児たちを前に緊張した面持
ちではありましたが、声の大きさや
スピード、抑揚を意識しながら上手
に語りかけていました。また、授業
で制作したフェルト生地のボールを
プレゼントし、最後には園児と遊び、
ふれあいながら幼児の行動を観察・
学ぶことができました。
　以前から、睦の園幼稚園には、交
流活動においてお世話になってお

り、今回も園児の皆さんをはじめ先
生方にご協力いただきました。誠に
ありがとうございます。今後ともよ
ろしくお願いします。

根 高 通 信 このコーナーでは、市内唯一の高校となる根室高等学校から、このコーナーでは、市内唯一の高校となる根室高等学校から、
将来の根室を担う生徒たちの話題を皆さまにお届けします。将来の根室を担う生徒たちの話題を皆さまにお届けします。

「子どもの発達と保育」実習体験を行いました
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根室市の人口
令和5年10月1日現在の人口 （前月比）

世帯数： 12,168 世帯（＋12）
総人口： 23,148 人 （  －4）

　（うち外国人 571人）

男　性： 11,087 人 （  －6）
　（うち外国人 158人）

女　性： 12,061 人 （  ＋2）
　（うち外国人 413人）

ー 令和5年9月　１カ月の転出入等 ー

転入： 54 人 出生： 11 人

転出： 35 人 死亡： 33 人

その他の増減：－1 人

　

滞
在
期
間
中
、
シ
ト
カ
市
民
と
英

語
で
積
極
的
に
会
話
し
た
が
苦
戦
し

た
と
い
う
二
人
は
、
一
方
で
、
球
技

や
現
地
イ
ベ
ン
ト
で
住
民
と
一
緒
に

ダ
ン
ス
を
踊
り
交
流
し
た
こ
と
に

触
れ
、
廣
田
さ
ん
は
「
言
葉
だ
け

で
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

通
じ
合
え
た
」
丸
勢
さ
ん
は
「
英

会
話
の
実
力
が
試
さ
れ
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。 

　

今
回
の
経
験
を
通
じ
て
「
海
外
で

も
通
用
す
る
よ
う
さ
ら
に
英
語
を
学

び
た
い
（
廣
田
さ
ん
）」「
高
校
在
学

中
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
目
指
し
た
い

（
丸
勢
さ
ん
）」
と
次
の
目
標
を
力
強

く
語
る
二
人
。「
自
分
た
ち
が
同
世

代
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
根
室
市
民

に
シ
ト
カ
市
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

で
、さ
ら
に
交
流
の
輪
が
広
が
れ
ば
」

と
話
す
二
人
が
今
後
、
交
流
の
架
け

橋
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
空
気
が
澄
ん
で
い
て
、
人
が
温

か
い
ま
ち
だ
っ
た
」
と
声
を
弾
ま

せ
る
の
は
、
国
際
姉
妹
都
市
・
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
ア
ラ
ス
カ
州
シ

ト
カ
市
を
訪
問
し
た
廣
田
椛
藍

さ
ん
と
丸
勢
み
ず
き
さ
ん
で
す
。 

　

根
室
市
と
シ
ト
カ
市
は
北
洋
漁
業

を
縁
に
昭
和
50
年
に
姉
妹
都
市
協
定

を
締
結
。
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り

交
流
が
停
滞
し
て
い
た
中
、
こ
の
10

月
、
今
後
の
交
流
の
調
査
と
担
い
手

育
成
を
目
的
に
二
人
を
含
む
５
名
が

公
式
派
遣
団
と
し
て
訪
問
し
ま
し

た
。
二
人
は
、
シ
ト
カ
市
長
を
表
敬

訪
問
し
、
シ
ト
カ
高
校
で
は
授
業
を

体
験
し
た
ほ
か
、
現
地
高
校
生
へ
英

語
で
根
室
を
紹
介
。
時
間
を
か
け
て

資
料
を
作
り
、
発
表
前
日
ま
で
表
現

を
見
直
し
た
発
表
は
、
好
評
だ
っ

た
そ
う
で
「
練
習
の
成
果
を
発
揮

で
き
た
」
と
手
応
え
を
語
り
ま
す
。 

国際姉妹都市（シトカ市）調査派遣団　根室高校１年

シトカ市シトカ市のの魅力魅力をを伝えたい 伝えたい 

廣
ひ ろ た

田 椛
か え ら

藍 さん（右）　　丸
ま る せ

勢 みずき さん（左）

　
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
「
市
政

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ね
む
ろ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
ハ
ッ
タ
リ
川
河
口
に

建
つ
陸
揚
庫
。
昭
和
４
年
に
建
築
さ
れ

た
建
物
で
、
終
戦
直
後
の
北
方
領
土
侵

略
の
状
況
が
電
報
と
し
て
本
施
設
を
通

じ
て
本
土
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
参

加
者
か
ら
「
こ
の
施
設
に
こ
ん
な
ド
ラ

マ
が
あ
る
と
知
ら
な
か
っ
た
」
と
の
声

を
聴
き
、
広
報
担
当
と
し
て
ま
だ
ま
だ

市
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
と
実

感
し
た
次
第
で
す
。　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

　
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
「
市
政

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ね
む
ろ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
ハ
ッ
タ
リ
川
河
口
に

建
つ
陸
揚
庫
。
昭
和
４
年
に
建
築
さ
れ

た
建
物
で
、
終
戦
直
後
の
北
方
領
土
侵

略
の
状
況
が
電
報
と
し
て
本
施
設
を
通

じ
て
本
土
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
参

加
者
か
ら
「
こ
の
施
設
に
こ
ん
な
ド
ラ

マ
が
あ
る
と
知
ら
な
か
っ
た
」
と
の
声

を
聴
き
、
広
報
担
当
と
し
て
ま
だ
ま
だ

市
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
と
実

感
し
た
次
第
で
す
。　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

　
先
日
、
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

「
市
政
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ね
む
ろ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
ハ
ッ
タ

リ
川
河
口
に
建
つ
陸
揚
庫
。
昭
和
４
年

に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
、
終
戦
直
後
の

北
方
領
土
侵
略
の
状
況
が
電
報
と
し
て

本
施
設
を
通
じ
、
本
土
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
「
こ
の
施
設
に

こ
ん
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
と
知
ら
な
か
っ

た
」
と
の
声
を
聴
き
、
広
報
担
当
と
し

て
ま
だ
ま
だ
市
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
と
実
感
し
た
次
第
で
す
。　
（
Ｓ
）

……… 編集後記 ………

市消防本部警防課予防・保安担当

　市消防本部では、一般財団法人自治総合セン
ターのコミュニティ助成事業「地域防災組織育
成助成事業（宝くじ助成）」の助成を受け、「軽可
搬消防ポンプ一式」「防火防災教育用ＤＶＤ」を
購入し、西厚床女性防火クラブに配備しました。

　この助成事業は、女性防火クラブ等の育成強
化を図るための助成を行い、安全で災害に強い
地域づくりを推進するとともに、宝くじの普及
宣伝を目的としており、今回の購入により、地
域における初期消火活動や火災予防活動の充実
が図られることが期待されます。

宝くじ助成で
軽可搬消防ポンプ一式等を購入しました

根室市ファ ミリーサポート事業根室市ファ ミリーサポート事業

　根室市ファミリーサポートセンターでは、子どもの預かりな
どの援助を行いたい方（提供会員）に対する講習会を開催します。
講習会への参加には、提供会員の登録が必要となります。

講習会の詳細・申し込みはお問い合わせください。

　市内に在住する２０歳以上の方で、センターが実施する講習会（計２４時間）
に参加でき、自宅またはセンターで安全に子どもを預かることができる方。
　なお、本年度のうちに受講できなかった講座は、次回以降開催する講座
にて履修可能です。

無料 １１月７日（火）

日時：１１月１５日（水）～１８日（土）　９時～１５時３０分
場所：図書館 ２階集会室、３階視聴覚室

申込締切

提供会員講習会提供会員講習会をを開催します開催します

問合先：市ファミリーサポートセンター《（一社）O’hana》　☎（２７）６９７２番


